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【(仮称)川越市新学校給食センター整備運営事業】 

平成 27年 6月 30日公表 

 

対面対話による共有認識事項 

 

平成 27 年 6 月 23 日（火）に実施しました対面対話について、参加者の共有認識事項として以下を

公表します。 

 

No 項目 内容 市の回答 

1 市管理区域に

ついて 

市管理区域が示されている別紙１には

位置の寸法指定がないが、位置につい

ては概ね別紙１の通りと考えて、詳細

位置は事業者の提案によると考えてよ

いか確認したい。 

 

範囲は別紙１の指定の通りで、位置に

ついてはその範囲内で設置するという

ことで、特に寸法の指定はありません。 

 

2 市が別途工事

を行う下水道

菅工事等につ

いて 

市が別途工事を行う下水道菅工事につ

いて、現段階での工事時期及び工事内

容を確認したい。 

下水道工事については、今年度中に設

計を完了し、平成 28年度に工事を行う

予定です。 

なお、前面の県道川越栗橋線ではなく、

東側の市道への敷設を計画していま

す。 

3 雨水流出抑制

施設について 

雨水処理の方法と設置時期を確認した

い。 

「全面浸透」を「貯留施設」へ、放流

先を周囲河川放流へ修正します。また、

河川までの雨水管は市で設置します。

位置は南側道路に設置し、東側水路へ

接続することで調整中です。 

工事は、平成 28 年度中の予定です。 

4 貯留槽、圧送

ポンプ位置に

ついて 

市管理区域内に設置予定の貯留槽、圧

送ポンプ位置の確定については、設置

範囲内において事業者と協議頂けると

考えてよいか確認したい。 

ご理解のとおりです。 

5 事業用地から

排出される土

の処分につい

て 

事業用地から排出される土について、

受入れ先を用意頂く事は可能か確認し

たい。 

市は受入れ先を用意しません。事業者

側にて確保してください。 

6 近隣説明会に

ついて 

市で実施する近隣説明等の他に事業者

側にて近隣説明会を開催し、作業時間

その他の諸条件を工事協定書等により

締結する必要があると考えられるが、

市の意向を確認したい。 

今後、選定事業者と協議を重ねながら

工事協定書等の必要性の有無などを検

討して進めていきます。 
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No 項目 内容 市の回答 

7 一次加工エリ

アの各室の区

画について 

「一次加工施設は給食施設と完全に区

分するもの」とあるが、一次加工エリ

アの各室と給食エリアの区画の考え方

について確認したい。 

一次加工エリアと給食エリアは完全に

分けてください。荷受けプラットホー

ムは一緒でも可としますが、検収以降

は全て区画してください。 

8 一次加工エリ

アの各室の区

画について 

一次加工リアへの、入室準備の為の前

室を、給食エリアの前室と兼用するこ

とは可能か確認したい。 

前室も分けてください。 

9 一次加工にお

ける食材の品

質について 

「学校給食調理に使用できない品質の

食材については、市は検収せず、食材

費の支払対象としない」とあるが、具

体的な判断基準について確認したい。 

供用開始から加工食材を給食に利用す

るまでの 6 ヶ月間に選定事業者と協

議・検討していきます。 

10 一次加工業務

に係る費用に

ついて 

一次加工食材の立替中の金利について

はどのように提案するのか確認した

い。 

発生する場合は、加工業務費に含めて

提案してください。 

11 揚・焼・蒸用

加工食品の冷

蔵庫・冷凍庫

について 

 

預かり用として設置するのは、冷蔵庫

か冷凍庫か確認したい。 

冷凍機能のみがあればよいです。 

12 厨房設備につ

いて 

回転釜の使用頻度は、菅間学校給食セ

ンターと同頻度か確認したい。 

ご理解のとおりです。 

13 堆肥化施設に

ついて 

１日 1000kg の想定だが、他のセンター

の残菜を受け入れるなど、将来的に増

加することはあるか確認したい。 

他のセンターの残菜を受け入れること

は想定していません。 

14 堆肥の使用に

ついて 

菅間学校給食センターの堆肥の希望者

は、近隣農家か確認したい。 

 

農家だけではなく、家庭菜園・小中学

校で使用しています。 

15 堆肥の保管量

及び保管期間

について 

市が堆肥を処分するまでの保管期間及

びその量について確認したい。 

現在、菅間学校給食センターでは、機

械から週 2 回取り出しています。1 回

につき 70～80ｋｇ程度です。保管量は

時期によっては足りなくなります（春

先、夏先、秋先など）。搬出は、希望者

が取りに来た時に渡しています。保管

期間は概ね 2週間です。 

本事業における保管量は事業者の提案

に委ね、保管量に合わせて市で搬出量

を調整します。 

16 残菜処理業務

について 

「肥料として市民に配布できる状態ま

で処理すること」とあるが、一般的な

「堆肥」とは、土状の肥料のことを指

しますが、肥料化された状態が土状の
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No 項目 内容 市の回答 

土状の堆肥ではない状態に肥料化し、

配布できる状態として考えてよいか確

認したい。 

肥料ではない状態であっても可能とし

ます。 

ただし、以下の内容を満たしてくださ

い。 

・肥料の質については、家庭菜園や花

壇など一般市民が利用できるものであ

ること 

・要求水準書 第２章 3-(6)-⑤-(ｱ)

及び資料 11 残菜処理室の内容を満た

していること（諸室リストにある「袋

詰めした堆肥」は「容器等に詰めた肥

料」と解釈可能） 

・要求水準書 第８章 5-(2)-③-(ァ)

に記載されている「市民等への配布お

よび袋の購入は、市にて行う。」につい

て、袋ではなく容器等が想定されるた

め、当該容器等の購入については別途

協議とすること 

17 配送車の仕様

について 

配送車について、適正な温度管理が行

えるような仕様とすることとあるが、

どのような対策を想定しているか確認

したい。 

 

菅間学校給食センターにおいても、保

冷車・空調車は無いため、車自体の断

熱材程度であり、通常使用されるもの

と同程度を想定しています。 

18 見学者数及び

一般の方への

開放について 

見学に訪れる１回の最大人数を何人と

想定しているか確認したい。 

 

最大人数は約 100 人を上限として想定

しています。学校の見学は学年毎で最

大で 100 人くらいと考えています。他

自治体が1日に2～3回来ることも想定

しています。 

19 見学者数及び

一般の方への

開放について 

見学者は児童・生徒以外に一般の見学

者も受け入れる予定か確認したい。 

 

一般の見学者の受入れも行います。 

20 見学者数及び

一般の方への

開放について 

現状実施している菅間学校給食センタ

ーの見学会は本事業契約後も継続する

のか確認したい。 

現段階では継続されると想定していま

す。なお、新学校給食センターでは、

菅間学校給食センターと連携した見学

会ではなく、新学校給食センター単独

での見学を予定しています。 

21 本体工事開始

までの配置技

術者の常駐に

要求水準書 P16 の「（2）業務期間」に

関する記載のとおり、平成 27年度中に

敷地の造成工事を行った場合、本体工

敷地造成・解体工事を行った場合で、

本体棟着工まで期間が空く場合でも常

駐が必要となります。また、配置する
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No 項目 内容 市の回答 

ついて 事が始まるまで配置技術者の常駐は必

要か確認したい。 

人員は施工を管理する技術者としてく

ださい。 

22 SPC の従業員

について 

「業務従事者の 2 人以上は SPC の従業

員とし、少なくとも常時 1 人の SPC の

従業員がセンター内に常駐しているこ

ととする」とあるが、ここでいう SPC

の従業員とは、運営業務を行う者と解

釈してよいか確認したい。 

ご理解のとおりです。 

23 SPC の従業員

について 

2 人以上の SPC 従業員は、要求水準書

P78 表に示す者を配置するということ

か？ 

業務に支障がなければ特段問いませ

ん。 

24 SPC の従業員

について 

SPCの従業員は、労働基準法第 10条 2 

使用者の定義における、在籍型出向と

いう認識でよいか確認したい。 

 

問題ありません。 

25 SPC の従業員

について 

在籍型出向の場合、給与支払及び源泉

徴収、保険等の毎月発生する業務に関

して、SPC からではなく、出向元(運営

企業等)から出向者へ支払い等を行う

こととしてよいか確認したい。 

 

問題ありません。 

26 アレルギー対

応食及び対応

児童数につい

て 

将来アレルギー７品目（卵・乳・小麦・

えび・かに・そば・落花生）に対応す

ることを目標にするとあるが、将来的

にそば・落花生を使用するということ

もありえるか確認したい。 

 

そば・落花生は現状使用しておりませ

ん。落花生を使用するときは、学校・

保護者へ連絡しています。過去に使用

していた実績があり、将来的に使用す

る可能性があります。 

27 アレルギー対

応食及び対応

児童数につい

て 

各学校でどのくらい対応食が必要か確

認したい。 

 

対応食数のデータはありません。 

 

28 アレルギー対

応食及び対応

児童数につい

て 

いつまでに７品目対応になるか確認し

たい。 

 

卵・乳からアレルギー対応をスタート

し、いつから増やすか期間は決まって

いません。 

29 アレルギー対

応食の確認体

制について 

学校職員も含めた確認体制を提案する

ことは可能か確認したい。 

配膳校で受け取ったものは、市の責任

範囲で行う為、不要です。 

30 アレルギー対 アレルギー対応食の受取り場所は通常 ご理解のとおりです。 
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No 項目 内容 市の回答 

応食の受取り

について 

と同様との理解でよいか確認したい。 

31 アレルギー対

応食の受取り

について 

配送者からの受取者を確認したい。 責任者です。 

32 アレルギー対

応食の配膳に

ついて 

ランチジャーの使用は毎日と考えてよ

いか確認したい。 

ご理解のとおりです。 

33 災害対応につ

いて 

想定されている炊出し以外に新学校給

食センターを災害時対応施設として活

用する予定があるか確認したい。 

拠点施設ではありません。 

 

34 災害対応につ

いて 

災害時の炊出し用の容器については、

市が新学校給食センター以外で保管し

たものを新学校給食センターに搬入し

て提供するとの理解でよいか。また、

炊出し食の搬送について事業者が支援

する場合においては、市と協議の上決

定するとの理解でよいか確認した。 

ＰＦＩ事業と別の協定書での検討とし

ます。 

配送は基本的に市で対応することを想

定しています。 

35 太陽光発電に

おける市の収

入について 

太陽光発電設備で余剰電力及び施設稼

動時間外に発電した電力は市の収入と

あるが、市の収入金額の大小について

も評価対象となるか確認したい。 

市の収入金額の大小は評価対象になり

ません。 

36 自由提案事業

の実施主体に

ついて 

「自由提案事業は事業者が実施するこ

ととし、別途事業主体を設立して実施

すること及び使用許可財産を転貸する

ことは認めない。ただし、市の承諾を

得た場合は、第三者に業務委託して実

施することは可能とする。」とあるが、

新たに別途会社等を設立せず、構成企

業が実施主体となることが問題ないか

確認したい。 

問題ありません。 

 

37 提案書の様式

について 

設計図書全体平面図等において、指定

の縮尺を変更することが可能か確認し

たい。 

 

理由がある場合の縮尺変更は認めま

す。ただし、縮尺変更した図面を提案

書に綴じ、指定された縮尺の図面につ

いても別途綴じずに提出してくださ

い。 

 


